中間検査チェックシート　　　　　　　　　　　Ｆ（Ｓ）
（鉄骨造）

　　年　　月　　日

（あて先）川崎市建築主事

	建築確認年月日・確認済証番号
	　　年　　月　　日　　　第　　　　　　　　　　　　　　　号　　

	建築主氏名
	

	建築場所
	川崎市　　　　区

	報告者
（工事監理者）
	事務所名

所在地
	　　　　　　　　　　　　　電話　　　（　　　）　　　　

	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


設計図書と施工状況を照合した結果を以下のとおり報告します。

	建築確認図書と施工状況の照合結果（最新の建築確認図書からの変更）

変更なし

変更あり・・・変更概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


・工事監理の状況

	
	確　認　事　項
	内　　容
	チェック結果
	検査機関用※

	1
	確認表示板
	(1)
	確認表示板の設置
	適 ・ 不 ・ 未
	

	2
	敷地と道路の関係
	(1)
	道路の幅員
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	道路に接する敷地の長さ
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	2項道路の後退
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	法第43条許可条件との照合
	適 ・ 不 ・ 未
	

	3
	敷地形状、容積率、建ぺい率
	(1)
	敷地の形状（敷地の形、高低差）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	建物形状、配置、寸法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	4
	道路斜線
	(1)
	確認図書との照合（離れ、配置）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	5
	高度地区
	(1)
	確認図書との照合（北側敷地境界からの建物の離れ、高さなど）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	6
	居室の採光、換気
	(1)
	外壁の開口部の位置・大きさ
	適 ・ 不 ・ 未
	

	7
	建築物全体
	(1)
	部材の配置
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	建入れ精度
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	さび止め塗装
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	鋼材・ボルトの品質
	適 ・ 不 ・ 未
	

	《注意事項》

・チェック結果欄は、現場で施工状況を確認し、結果を○で囲んで下さい。（該当しない項目は記入しないで下さい。）

「適」→建築確認図書及びその他設計図書のとおり施工されているもの　　

「不」→建築確認図書及びその他設計図書のとおり施工されていないもの　　

「未」→未施工のとき

・「不」、「未」の場合は、裏面の「指示記録」欄に、項目番号（例：1(1)）と現場で指示した内容を記入して下さい。

・チェック項目で、検査時に隠蔽されてしまう部分については、写真等の工事監理資料を求める場合があります。

※　　　　　　　枠内には記入しないで下さい。


《裏面もあります》

	
	確　認　事　項
	内　　容
	チェック結果
	検査機関用※

	8
	柱・はり
	(1)
	鋼材の形状・寸法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	部材の継手の位置・方法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	柱とはりの仕口の形式・方法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	貫通孔の位置・大きさ・補強方法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	9
	ブレース
	(1)
	接合部の状況、たわみ
	適 ・ 不 ・ 未
	

	10
	スラブ
	(1)
	仕様・形状
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	接合方法・寸法（デッキプレート版）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	配筋、コンクリートの厚さ（コンクリート部分）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	開口補強
	適 ・ 不 ・ 未
	

	11
	溶接接合
	(1)
	溶接の状況
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	スカラップ・エンドタブ・裏あて金の状況
	適 ・ 不 ・ 未
	

	12
	高力ボルト接合
	(1)
	高力ボルトの径・本数・添え板厚・ピッチ・縁端距離
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	トルシア形高力ボルトの締付け
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	高力六角ボルトの締付け（JIS形）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	摩擦面の処理
	適 ・ 不 ・ 未
	

	13
	柱脚
	(1)
	柱とベースプレートの溶接の状況
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	ベースプレートの寸法
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(3)
	アンカーボルトの径・位置、ナットの戻り止め
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(4)
	ベースプレート下のモルタルの充填
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(5)
	アンカーボルトの縁端距離（露出形式柱脚）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	14
	その他
	(1)
	コンクリートのかぶり厚さ（SRC造）
	適 ・ 不 ・ 未
	

	
	
	(2)
	併用構造の場合、他の構造形式との接合部の状況
	適 ・ 不 ・ 未
	


・設計図書の内容について設計者に確認した事項

	

	

	


・工事施工者への指示記録

	項目番号
	指示日
	指　示　内　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


検査機関記録欄※

	

	

	

	

	


※　　　　　　枠内には記入しないで下さい。
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